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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注入装置において、
　放出ノズルおよび分配ピストンを有する流体容器を受容するように構成されたハウジン
グであって、前記分配ピストンは、前記流体容器の中を移動することができ、前記流体容
器の中身を前記放出ノズルから排出する、ハウジングと、
　作動時に前記流体容器に作用して、前記放出ノズルが前記ハウジング内部に収容される
後退位置から、前記放出ノズルが前記ハウジングから延出する延出位置まで、前記流体容
器を進め、前記分配ピストンに作用して、前記流体容器の中身を前記放出ノズルから排出
するように構成された、駆動装置と、
　流体を収容するバイアルを受容し、前記バイアルを前記放出ノズルに接続するように構
成されたコネクタと、
　前記分配ピストンが前記放出ノズルに隣接して前記流体容器に位置する第１の位置から
、前記分配ピストンが前記放出ノズルから引き離される第２の位置まで、前記分配ピスト
ンを前記流体容器に対して動かす手段であって、動かすことによって、流体が前記バイア
ルから前記流体容器に引き込まれる、動かす手段と、
　前記駆動装置および分配ピストンを含む駆動サブアセンブリと、
　前記コネクタおよび流体容器を含む分配サブアセンブリと、
　を含み、
　前記コネクタは、前記注入装置の前記放出ノズル上に位置する取り外し可能なキャップ
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であり、
　前記キャップは、前記バイアルを受容するように構成された開口端部を有し、
　前記取り外し可能なキャップは、前記キャップを前記ハウジングから取り外すと前記バ
イアルが前記放出ノズルから分離されるように構成され、
　前記分配ピストンは、前記駆動装置に接続され、
　前記駆動サブアセンブリおよび分配サブアセンブリは、互いに対してスライドするよう
に構成され、
　前記駆動サブアセンブリおよび分配サブアセンブリは、前記駆動サブアセンブリおよび
分配サブアセンブリが互いから引き離されると、前記分配ピストンがその第１の位置から
第２の位置へと動いて、それにより流体が前記バイアルから前記流体容器内に運ばれるよ
うに、構成される、注入装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の注入装置において、
　前記分配サブアセンブリは、前記駆動サブアセンブリの内側で一部分がスライドするよ
うに構成される、注入装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の注入装置において、
　前記分配サブアセンブリおよび駆動サブアセンブリは、前記分配サブアセンブリが前記
駆動サブアセンブリに対してスライドすることができる非ロック位置から、前記分配サブ
アセンブリが前記分配サブアセンブリに対してスライドすることができないロック位置ま
で、互いに対して回転するように構成される、注入装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の注入装置において、
　前記取り外し可能なキャップは、前記開口端部上に取り外し可能なカバー要素を含み、
　前記取り外し可能なカバー要素は、前記開口端部にバイアルを挿入する前に取り外され
るように構成される、注入装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の注入装置において、
　前記取り外し可能なカバー要素は、シールドを保持し、前記シールドは、前記取り外し
可能なカバー要素が前記取り外し可能なキャップ上の所定の場所にあるときに前記放出ノ
ズル上に位置しており、前記取り外し可能なカバー要素が前記取り外し可能なキャップか
ら取り外されると前記放出ノズルから取り外される、注入装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記バイアルを前記コネクタに挿入する際、前記放出ノズルは、前記バイアルの閉鎖要
素を貫通して、前記バイアルと前記流体容器との間に流体経路を形成する、注入装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記流体容器は、注射器であり、前記放出ノズルは、針である、注入装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の注入装置において、
　作動時に前記駆動装置を解放して前記分配ピストンに作用し、前記流体容器をその延出
位置に動かし、前記放出ノズルにより流体を排出するように構成された、解放機構、
　を含む、注入装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記流体容器の中身が排出された後で前記流体容器をその延出位置から後退位置まで動
かすように構成された後退機構、
　を含む、注入装置。
【発明の詳細な説明】
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【開示の内容】
【０００１】
〔発明の分野〕
　本発明は、バイアルと共に使用される注入装置に関する。
【０００２】
〔発明の背景〕
　皮下用薬剤は、家庭での注入のためバイアルに入れて患者に提供され得る。現在の方法
は、患者が薬剤をバイアルから注射器に引き入れ、手動注入を行うというものである。市
場は、家庭での注入を行うための自己注入器へと向かっている。予め装填された薬剤注射
器を含む、製造され組み立てられる自己注入器が、例えば国際特許出願公開第２００６／
１０６２９５号から既知である。この特許出願公開は、参照により本明細書に組み込まれ
る。現在、患者が皮下用薬剤をバイアルから自己注入器内に運ぶ、容易な方法はない。
【０００３】
〔発明の概要〕
　本発明は、前記の問題を解決することを目的とする。
【０００４】
　本発明の第１の態様では、注入装置が提供され、この注入装置は、
　放出ノズルおよび分配ピストンを有する流体容器を受容するように構成されたハウジン
グであって、分配ピストンは流体容器の中を動くことができ、放出ノズルから流体容器の
中身を排出する、ハウジングと、
　作動時に流体容器に作用して、放出ノズルがハウジング内部に収容される後退位置から
、放出ノズルがハウジングから延出する延出位置まで、流体容器を進め、また、分配ピス
トンに作用して、放出ノズルから流体容器の中身を排出するように構成された、駆動装置
と、
　を含み、
　流体を収容するバイアルを受容し、バイアルを放出ノズルに接続するように構成された
コネクタと、
　分配ピストンが放出ノズルに隣接して流体容器内に位置する第１の位置から、分配ピス
トンが放出ノズルから引き離される第２の位置まで、流体容器に対して分配ピストンを動
かす手段であって、動かすことにより、流体をバイアルから流体容器に引き込む、動かす
手段と、
　によって特徴付けられる。
【０００５】
　分配ピストンを流体容器に対して動かす手段を設けることにより、注入装置の注射器が
、標準的なバイアルから充填されることができ、これによって、バイアルに収容される薬
剤用の注入装置を家庭で使用することが、大きく促進される。
【０００６】
　本発明の一実施形態では、注入装置は、駆動装置および分配ピストンを含む駆動サブア
センブリと、コネクタおよび流体容器を含む分配サブアセンブリと、を含み、分配ピスト
ンは、駆動装置に接続され、駆動サブアセンブリおよび分配サブアセンブリは、互いに対
してスライドするように構成され、駆動サブアセンブリおよび分配サブアセンブリは、こ
れらが互いから引き離されたときに分配ピストンがその第１の位置から第２の位置に動き
、それによって流体をバイアルから流体容器内へ運ぶように、構成されている。
【０００７】
　好ましくは、分配サブアセンブリは、駆動サブアセンブリの内側で、一部分がスライド
するように構成される。
【０００８】
　好ましくは、分配サブアセンブリおよび駆動サブアセンブリは、分配サブアセンブリが
駆動サブアセンブリに対してスライドできる非ロック位置から、分配サブアセンブリが分
配サブアセンブリに対してスライドできないロック位置まで、互いに対して回転するよう
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に構成される。これを容易にするために、ロック突起が、分配サブアセンブリまたは駆動
サブアセンブリのうち一方に設けられてよく、対応する溝がもう一方に設けられる。
【０００９】
　本発明の代替的な実施形態では、動かす手段は、分配ピストンと連絡する、ハウジング
内に位置するスライダーを含む。スライダーは、ハウジングから突出する、使用者が作動
可能な移動要素を含んでよい。スライダーは、分配ピストンと磁気的につながって（in m
agnetic communication）いてよい。あるいは、スライダーは、分配ピストンに一体的に
接続されてもよい。
【００１０】
　受容する手段は、注入装置の放出ノズルの上に位置する取り外し可能なキャップであっ
てよく、キャップは、バイアルを受容するように構成された開口端部を有し、取り外し可
能なキャップは、キャップをハウジングから取り外すと、バイアルが放出ノズルから切り
離されるように構成されている。取り外し可能なキャップは、開口端部の上に取り外し可
能なカバー要素を含んでよく、取り外し可能なカバー要素は、バイアルを開口端部に挿入
する前に取り外されるように構成される。好ましくは、取り外し可能なカバー要素はシー
ルドを保持し、シールドは、取り外し可能なカバー要素が取り外し可能なキャップ上の所
定の場所にあるときに放出ノズル上に位置し、また、取り外し可能なカバー要素が取り外
し可能なキャップから取り外されると、放出ノズルから取り外される。
【００１１】
　バイアルをコネクタに挿入する際、放出ノズルは、バイアルの閉鎖要素を貫通して、バ
イアルと流体容器との間に流体経路を形成する。
【００１２】
　好ましくは、流体容器は注射器であり、放出ノズルは針である。
【００１３】
　好ましくは、注入装置は、解放機構を含み、解放機構は、作動時に、駆動装置を解放し
て分配ピストンに作用し、注射器をその延出位置へ動かし、また、放出ノズルを通して流
体を排出するように構成される。
【００１４】
　本発明の一実施形態では、流体容器の中身が排出された後で流体容器をその延出位置か
ら後退位置へ動かすように構成された、後退機構が提供される。
【００１５】
　本発明の１つまたは複数の実施形態が、添付図面を参照して以下に説明される。
【００１６】
〔図面の詳細な説明〕
　図１および図２は、近位端部１１０ｂおよび遠位端部１１０ａを備えた送達装置ハウジ
ング１１２を有する、本発明による送達装置１１０を示す。ハウジング１１２の遠位端部
１１０ａは出口孔１２８を有し、出口孔１２８を通って、スリーブ１１９の端部が現れる
ことができる。
【００１７】
　送達装置１１０は、図１に示すように２つのサブアセンブリから組み立てられる。送達
サブアセンブリ２１０は、突端部分１０２、注射器輸送部１５０、交換可能な解放要素１
５５、スリーブ１１９、およびバネ１２６、ならびにエンドキャップ１０１を含む。突端
部分１０２は、注射器輸送部１５０を取り囲み、かつ支持し、また、ねじってひねる接続
（screw and twist connection）によってキャップ１０１に接続される。
【００１８】
　駆動サブアセンブリ２２０は、以下で論じるように、注入装置１１０のハウジング１１
２、および駆動要素、およびアクチュエータを含む。２つのサブアセンブリ２２０、２１
０を組み立てて注入装置１１０を形成すると、駆動アセンブリ２２０は、送達サブアセン
ブリ２１０により保持された注射器１１４を作動させることができる。作動後、２つのサ
ブアセンブリは、分離されてよく、駆動アセンブリ２２０の駆動要素およびアクチュエー
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タは、さらに使用されるようにリセットされる。
【００１９】
　ハウジング１１２は、従来型の皮下注射器１１４を受容するように構成され、皮下注射
器１１４は、貯蔵部を画定し、また、皮下注射針１１８において一端部が終端し、フラン
ジ１２０で他端部が終端している、注射器本体１１６を含む。注射器本体１１６は、貯蔵
部の長さに沿って実質的に一定の直径であり、皮下注射針で終端する注射器１１４の端部
の近くで、著しく小さい直径となっている。駆動連結部１３４は、注射器１１４の栓を通
じて作用して、針１１８を通して注射器１１４の中身を放出する。この駆動連結部１３４
は、注射器本体により画定される貯蔵部内部でプランジャ１０４により投与されるべき薬
剤を閉じ込めており、また、薬剤を注射器１１４内に装填することも可能にする。例示さ
れる注射器１１４は、皮下型であるが、これは必ずしもそうである必要はない。経皮的な
、またはバリスティック皮膚および皮下注射器（Transcutaneous or ballistic dermal a
nd subcutaneous syringes）を、本発明の注入装置と共に使用することもできる。
【００２０】
　例示されるように、注射器１１４は、送達サブアセンブリ２１０内部で注射器輸送部１
５０の中に収容される。注射器輸送部１５０は、近位端部１５１を有し、近位端部１５１
を通って、注射器の針１１８が突出する。戻しバネ１２６は、戻しバネ支持体１６０およ
び注射器輸送部１５０を通じて、針１１８がハウジング１１２の孔１２８から延出する延
出位置から、針１１８がハウジング１１２内部に収容される後退位置まで、注射器１１４
を付勢する。
【００２１】
　注射器輸送部１５０は、シース（不図示）を含み、シースの中に注射器１１４が遠位端
部１７０から挿入されることができる。注射器１１４は、針１１８の上に覆い１０１ａを
備える。注射器が故障するかまたは壊れた場合、長さに沿って注射器１１４を取り囲むシ
ースは、注射器の破片を収容し、それらの破片が注入装置１１０から出る可能性を減少さ
せる。
【００２２】
　覆い１０１ａは、覆い１０１ａが取り外される前、針１１８を保護し、汚染しないよう
に針１１８をシールする。覆い１０１ａは、注射器１１８が送達サブアセンブリ２１０に
挿入された後で、出口孔１２８の上でハウジング１１２上に取り外し可能に位置するキャ
ップ１０１によってつかまれる。覆い１０１ａは、キャップ１０１から取り外し可能なカ
バー要素１０１ｂによって、キャップ１０１の中にとらえられ、覆い１０１ａもまた取り
外され、それによって、キャップ１０１の開口端部に形成された開口部であるポート１０
１ｃを露出する。
【００２３】
　駆動装置アセンブリ２２０のハウジング１１２はまた、アクチュエータ２１４と、ここ
では圧縮駆動バネ１３０の形をとる駆動装置と、を含む。駆動バネ１３０からの推進力（
Drive）は、多構成要素駆動装置を通じて注射器１１４のピストンへ伝えられて、注射器
１１４をその後退位置から延出位置へ進め、針１１８を通して注射器の中身を放出する。
駆動装置は、薬剤および注射器１１４に直接作用することにより、このタスクを達成する
。駆動連結部１３４と注射器本体１１６との間の静止摩擦により、戻しバネ１２６が最も
低い位置にくる（bottoms out）かまたは注射器本体１１６がその運動を妨害する何らか
の他の障害物（不図示）に当たるまで、駆動連結部１３４と注射器本体１１６が共に前進
することが最初に確実となる。
【００２４】
　駆動バネ１３０と注射器１１４との間の多構成要素駆動装置は、３つの主要な構成要素
のみからなる。駆動スリーブ１３１は、駆動バネ１３０からの推進力を受け取り、それを
駆動要素１３２に伝達する。この駆動要素が次に、既に説明した駆動連結部１３４に推進
力を伝達する。
【００２５】
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　駆動要素１３２は、使用者が作動可能な注射器装填要素１３３を含み、この注射器装填
要素１３３は、ロック要素１３３ｃによって内部で駆動連結部１３４と係合し、第１のア
ーム１３３ａにより駆動要素１３２を通って延びる。組立の際、非装填位置では、駆動連
結部１３４の遠位端部２３５は、針１１８への接続部に隣接して、注射器１１４内部のそ
の遠位端部でプランジャ１０４に接して位置する。第１のアーム１３３ａは、その近位端
部で第２のアーム１３３ｂに接続され、第２のアーム１３３ｂは、使用者が作動可能な突
起１３３ｄを含む。組立の際、使用者が作動可能な突起１３３ｄは、スロット１９０を通
ってハウジングから延びる。ハウジング１１２の近位端部におけるさらなるスロット（不
図示）により、使用者が作動可能な突起１３３ａを注射器１１４の開口端部１１４ａに隣
接した近位位置まで近位にスライドさせることによって注射器装填要素１３３およびプラ
ンジャ１０４が動くと、第１のアーム１３３ａおよび第２のアーム１３３ｂがハウジング
１１２から延出することができる。装填位置では、駆動要素１３２は、駆動要素１３２お
よび駆動連結部１３４のラッチアーム１３２ａ、１３４ａによって駆動連結部１３４にロ
ックされる。したがって、駆動連結部１３４は、駆動バネ１３０の解放時に駆動要素１３
２および駆動スリーブ１３１と共に動くことができる。本発明の代替的な実施形態では、
注射器装填要素１３３は、第１のアーム１３３ａのボアによってプランジャに直接接続さ
れてよく、駆動連結部１３４は、注射器１１４の開口端部１１４ａにおける近位位置にあ
ってよい。注射器装填要素１３３は次に、注射器連結部１３４に隣接した、注射器１１４
の開口端部１１４ａにおける近位位置に向かってプランジャ１０４をスライドさせるよう
に、作動される。
【００２６】
　トリガーの形のアクチュエータ２１４は、出口孔１２８から離れた、ハウジング１１２
上に設けられる。トリガーは、操作されると、駆動スリーブ１３１をハウジング１１２か
ら切り離すように作用し、駆動バネ１３０の影響下で駆動スリーブをハウジング１１２に
対して動かす。装置の操作はその後、以下のとおりとなる。アクチュエータ２１４は、ス
ライドスリーブ１１９がその最遠位位置にきて出口孔１２８から延出したときにスライド
スリーブ１１９およびスライドスリーブロック要素１１９ａによって、作動するのを妨げ
られる。スライドスリーブの遠位端部が組織に接して位置するかまたは出口孔に押し込ま
れると、ロック要素１１９ａはもはやアクチュエータ２１４に作用せず、アクチュエータ
が作動させられ得る。
【００２７】
　アクチュエータは次に押し下げられて、駆動バネ１３０は解放される。駆動バネ１３０
は駆動スリーブ１３１を動かし、駆動スリーブ１３１は駆動要素１３２を動かし、駆動要
素１３２は駆動連結部１３４を動かす。駆動連結部１３４は、動いて、静止摩擦、および
投与されるべき薬剤を通じて作用する静水学的力によって、戻しバネ１２６の作用に対抗
して注射器本体１１４を動かす。注射器本体１１４は、注射器輸送部１５０を動かし、注
射器輸送部１５０は次に戻しバネ支持体１６０を動かし、戻しバネ１２６を圧縮する。皮
下注射針１１８は、ハウジング１１２の出口孔１２８から出る。これは、戻しバネ１２６
が最も低い位置にくるかまたは注射器本体１１６がその運動を妨害する何らかの他の障害
物（不図示）に当たるまで続く。駆動連結部１３４と注射器本体１１６との間の静止摩擦
、および投与されるべき薬剤を通じて作用する静水学的力は、駆動バネ１３０により生じ
る十分な駆動力に抵抗するには十分でないので、この時点で、駆動連結部１３４は、注射
器本体１１６内部で動き始め、薬剤は放出され始める。しかしながら、駆動連結部１３４
と注射器本体１１６との間の動的摩擦、ならびに投与されるべき薬剤を通じて作用してい
る静水学的および動水力学な力は、戻しバネ１２６をその圧縮状態に保持するのには十分
であり、そのため、皮下注射針１１８は延出したままである。
【００２８】
　駆動連結部１３４が注射器本体１１６内部でその移動の終わりに達する前、したがって
、注射器の中身が完全に放出される前に、第１の連結部１３２および駆動連結部１３４を
結合する可撓性ラッチアーム１３４ｂが、注射器輸送部１５０の遠位端部に接続された交
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換可能な解放要素１５５に達する。
【００２９】
　交換可能な解放要素１５５は、本質的には狭窄部であり、可撓性ラッチアーム１３２ｂ
が駆動要素１３２を駆動連結部１３４にもはや連結しないような位置まで、この狭窄部が
可撓性ラッチアーム１３２ｂを動かす。いったんこれが生じると、駆動要素１３２は、も
はや駆動連結部１３４に作用せず、駆動要素１３２を駆動連結部１３４に対して動かす。
その結果、駆動連結部１３４は、注射器本体１１６内部で動き続け、薬剤は放出され続け
る。したがって、戻しバネ１２６は、圧縮されたままで、皮下注射針は延出したままであ
る。
【００３０】
　しばらくすると、駆動連結部１３４は、注射器本体１１６内部で移動を完了し、さらに
遠くへは行けなくなる。この時点で、注射器１１４の中身は完全に放出され、駆動バネ１
３０が及ぼす力は、駆動連結部１３４をその最終位置に保持するように作用して、駆動要
素１３２を動かし続ける。
【００３１】
　駆動スリーブ１３１を駆動要素１３２と結合する可撓性ラッチアームは、ハウジング１
１２内部の別の狭窄部に達する。この狭窄部は、可撓性ラッチアームが駆動スリーブ１３
１を駆動要素１３２にもはや連結しないように、可撓性ラッチアームを動かす。いったん
これが起きると、駆動スリーブ１３１はもはや駆動要素１３２に作用せず、駆動スリーブ
および駆動要素を互いに対して動かす。この時点で、駆動バネ１３０により生じた力は、
もはや注射器１１４に伝達されていない。注射器に作用する唯一の力は、戻しバネ支持体
１６０および注射器輸送部１５０によって針１１８に最も近い注射器１１４の端部に作用
する、戻しバネ１２６からの戻し力（return force）である。その結果、注射器はその後
退位置に戻り、注入サイクルが完了する。
【００３２】
　図３ａ～図３ｄは、注入装置１１０の一実施形態と、注入前にバイアル３００から注入
装置１１０に流体を装填する工程と、を示す。バイアル３００は標準的なサイズのもので
あり、バイアルをシールする閉鎖要素３０１を含む。閉鎖要素３０１は、針１１８により
貫通され得る可撓性の膜の形をしていてよい。キャップ１０１のポート１０１ｃは、流体
がバイアルから注射器１１４の中へ抜き取られる間、バイアル３００を受容し支持するよ
うにサイズおよび寸法が決められている。これを行うプロセスは以下のとおりである。
【００３３】
　図３ｂに示すように、閉鎖要素１０１ｂは、キャップ１０１から取り外されるが、キャ
ップ１０１は、ハウジング１１２上の所定の場所にとどまる。これによって、覆い１０１
ａが針１１８から取り外され、ポート１０１ｃが開き、このポートにおいて針１１８が露
出される。
【００３４】
　バイアル３００は、最初にポート１０１ｃの端部、すなわち閉鎖要素３０１を含む端部
に挿入される。バイアル３００が挿入されると、針が、閉鎖要素３０１を貫通して、バイ
アル３００内へ延び、その終点がバイアル３００内部に収容される流体中に位置する。好
ましくは、注入装置１１０は、バイアル３００が地面の最も近くに位置した状態で注入装
置の長さ方向軸が垂直に延びるように位置付けられるべきである。重力が、バイアル３０
０中の流体に作用し、バイアルの底に流体を保持し、流体を抜き取ることができるように
なる。
【００３５】
　使用者は、突起１３３ｄを注入装置１１０の近位端部に向けてスライドさせることによ
って、注射器装填要素１３３を操作することができる。これにより、注射器１１４のプラ
ンジャ１０４はその非装填位置から注射器１１４の近位端部に向かって装填位置まで動き
、注射器１１４内の圧力減少により、流体をバイアル３００から注射器１１４内へ抜き取
る。注射器装填要素１３３がその装填位置に達したとき、すなわちスロット１９０の最近
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位端部にきたとき、注射器１１４は、バイアル３００から流体を装填されている。バイア
ル３００は、キャップ１０１を取り外すことにより注入装置１１０から取り外されること
ができ、注入装置１１０は、スライドスリーブ１１９の遠位端部を組織に対して設置し、
アクチュエータ２１４を作動させることによって、使用の準備ができる。
【００３６】
　図４ａ～図４ｄは、注入装置１１０の代替的な実施形態と、注入前にその注入装置にバ
イアル４００から流体を装填する工程と、を示す。この代替的な実施形態の注入装置１１
０の構造は、以下に説明する違いを除けば、図１および図２に描いた実施形態のものと同
じである。図３ａ～図３ｄの実施形態と同じように、バイアル４００は標準的なサイズの
もので、バイアル４００をシールする閉鎖要素４０５を含む。閉鎖要素４０５は、針１１
８により貫通され得る可撓性の膜の形であってよい。この代替的な実施形態では、送達サ
ブアセンブリ２１０のキャップ４０１は、カバー要素４０１ｂおよびフランジ４０１ｄを
、その遠位端部に含む。キャップ４０１はまた、非装填位置と装填位置との間でハウジン
グ１１２を出入りしてスライド可能かつ回転可能である送達サブアセンブリ２１０の突端
部分４０２に接続されている。延出した装填位置では、突端部分４０２は、ハウジング１
１２に対してその位置をロックするように回転することができる。図１および図２で説明
された実施形態と同じように、突端部分４０２は、駆動連結部１３４に対して注射器部分
と共に移動する注射器１１４を支持し、駆動連結部１３４は、この代替的な実施形態では
、駆動要素１３２に固定されている。この代替的な実施形態では、注射器装填要素はない
。キャップ１０１のポート４０１ｃは、流体がバイアルから注射器１１４内に抜き取られ
る間、バイアル４００を受容し支持するようにサイズおよび寸法が決められている。これ
を行うプロセスは以下の通りである。
【００３７】
　図４ｂに示すように、閉鎖要素４０１ｂは、キャップ４０１から取り外されるが、キャ
ップ４０１は、ハウジング１１２上の所定の位置にとどまっている。これにより、覆い１
０１ａが針１１８から取り外され、ポート４０１ｃが開き、ポート４０１ｃの中に針１１
８が露出される。
【００３８】
　バイアル４００は、最初にポート４０１ｃの端部、すなわち閉鎖要素４０１を含む端部
、に挿入される。バイアル４００が挿入されると、針１１８は閉鎖要素４０１を貫通し、
バイアル４００内に延出し、針の終点が、バイアル４００内部に収容される流体の中にく
る。好ましくは、注入装置１１０は、バイアル３００が地面の最も近くに位置する状態で
、注入装置の長さ方向軸が垂直に延びるように、位置付けられるべきである。重力がバイ
アル４００中の流体に作用して、流体をバイアルの底に保持し、流体を抜き取ることがで
きるようになる。
【００３９】
　使用者は、例えばフランジ４０１ｄを引っ張って、注射器１１４を含めてキャップ４０
１および突端部分４０２を駆動サブアセンブリ２２０の遠位端部から離すように延ばすこ
とによって、駆動サブアセンブリ２２０に対して送達サブアセンブリ２１０をスライドさ
せることができる。これにより、注射器１１４内で駆動連結部１３４により保持されるプ
ランジャ１０４は、その非装填位置から、注射器１１４の近位開口端部１１４ａに向かっ
て装填位置まで動き、注射器１１４内の圧力減少により、流体をバイアル４００から注射
器１１４内に抜き取る。送達サブアセンブリ２１０が駆動サブアセンブリ２２０から十分
に延出したら、キャップ４０１および突端部分４０２は、回転して、駆動サブアセンブリ
２２０に対する送達サブアセンブリ２１０のさらなる長さ方向運動をロックおよび防止す
ることができる。注射器１１４はいまやバイアル４００から流体を装填されている。バイ
アル４００は、例えばさらなる回転により、キャップ１０１を取り外すことによって注入
装置１１０から取り外されてよく、注入装置１１０は、スライドスリーブ１１９の遠位端
部を組織に対して設置し、アクチュエータ２１４を作動させることにより、使用の準備が
できる。
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【００４０】
　本発明は、例として説明されており、細部の改変が本発明の範囲内で行われてよいこと
が、当然理解されるであろう。
【００４１】
〔実施の態様〕
（１）　注入装置において、
　放出ノズルおよび分配ピストンを有する流体容器を受容するように構成されたハウジン
グであって、前記分配ピストンは、前記流体容器の中を移動することができ、前記流体容
器の中身を前記放出ノズルから排出する、ハウジングと、
　作動時に前記流体容器に作用して、前記放出ノズルが前記ハウジング内部に収容される
後退位置から、前記放出ノズルが前記ハウジングから延出する延出位置まで、前記流体容
器を進め、前記分配ピストンに作用して、前記流体容器の中身を前記放出ノズルから排出
するように構成された、駆動装置と、
　を含み、
　流体を収容するバイアルを受容し、前記バイアルを前記放出ノズルに接続するように構
成されたコネクタと、
　前記分配ピストンが前記放出ノズルに隣接して前記流体容器に位置する第１の位置から
、前記分配ピストンが前記放出ノズルから引き離される第２の位置まで、前記分配ピスト
ンを前記流体容器に対して動かす手段であって、動かすことによって、流体が前記バイア
ルから前記流体容器に引き込まれる、動かす手段と、
　によって特徴付けられる、注入装置。
（２）　実施態様１に記載の注入装置において、
　前記駆動装置および分配ピストンを含む駆動サブアセンブリと、
　前記コネクタおよび流体容器を含む分配サブアセンブリと、
　を含み、
　前記分配ピストンは、前記駆動装置に接続され、
　前記駆動サブアセンブリおよび分配サブアセンブリは、互いに対してスライドするよう
に構成され、
　前記駆動サブアセンブリおよび分配サブアセンブリは、前記駆動サブアセンブリおよび
分配サブアセンブリが互いから引き離されると、前記分配ピストンがその第１の位置から
第２の位置へと動いて、それにより流体が前記バイアルから前記流体容器内に運ばれるよ
うに、構成される、注入装置。
（３）　実施態様２に記載の注入装置において、
　前記分配サブアセンブリは、前記駆動サブアセンブリの内側で一部分がスライドするよ
うに構成される、注入装置。
（４）　実施態様２または３に記載の注入装置において、
　前記分配サブアセンブリおよび駆動サブアセンブリは、前記分配サブアセンブリが前記
駆動サブアセンブリに対してスライドすることができる非ロック位置から、前記分配サブ
アセンブリが前記分配サブアセンブリに対してスライドすることができないロック位置ま
で、互いに対して回転するように構成される、注入装置。
（５）　実施態様１に記載の注入装置において、
　前記動かす手段は、前記分配ピストンと連絡する、前記ハウジングに位置するスライダ
ーを含む、注入装置。
【００４２】
（６）　実施態様５に記載の注入装置において、
　前記スライダーは、前記ハウジングから突出する、使用者が作動可能な移動要素を含む
、注入装置。
（７）　実施態様５または６に記載の注入装置において、
　前記スライダーは、前記分配ピストンと磁気的につながっている、注入装置。
（８）　実施態様５または６に記載の注入装置において、
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　前記スライダーは、前記分配ピストンに一体的に接続される、注入装置。
（９）　実施態様１～８のいずれかに記載の注入装置において、
　前記受容する手段は、前記注入装置の前記放出ノズル上に位置する取り外し可能なキャ
ップであり、
　前記キャップは、前記バイアルを受容するように構成された開口端部を有し、
　前記取り外し可能なキャップは、前記キャップを前記ハウジングから取り外すと前記バ
イアルが前記放出ノズルから分離されるように構成される、注入装置。
（１０）　実施態様９に記載の注入装置において、
　前記取り外し可能なキャップは、前記開口端部上に取り外し可能なカバー要素を含み、
　前記取り外し可能なカバー要素は、前記開口端部にバイアルを挿入する前に取り外され
るように構成される、注入装置。
【００４３】
（１１）　実施態様１０に記載の注入装置において、
　前記取り外し可能なカバー要素は、シールドを保持し、前記シールドは、前記取り外し
可能なカバー要素が前記取り外し可能なキャップ上の所定の場所にあるときに前記放出ノ
ズル上に位置しており、前記取り外し可能なカバー要素が前記取り外し可能なキャップか
ら取り外されると前記放出ノズルから取り外される、注入装置。
（１２）　実施態様１～１１のいずれかに記載の注入装置において、
　前記バイアルを前記コネクタに挿入する際、前記放出ノズルは、前記バイアルの閉鎖要
素を貫通して、前記バイアルと前記流体容器との間に流体経路を形成する、注入装置。
（１３）　実施態様１～１２のいずれかに記載の注入装置において、
　前記流体容器は、注射器であり、前記放出ノズルは、針である、注入装置。
（１４）　実施態様１～１３のいずれかに記載の注入装置において、
　作動時に前記駆動装置を解放して前記分配ピストンに作用し、前記注射器をその延出位
置に動かし、前記放出ノズルにより流体を排出するように構成された、解放機構、
　を含む、注入装置。
（１５）　実施態様１～１４のいずれかに記載の注入装置において、
　前記流体容器の中身が排出された後で前記流体容器をその延出位置から後退位置まで動
かすように構成された後退機構、
　を含む、注入装置。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の一実施形態による注入装置のサブアセンブリの斜視図を示す。
【図２】図１の実施形態による注入装置の構成要素の分解組立図を示す。
【図３ａ】図１による注入装置の側断面図を示す。
【図３ｂ】図１による注入装置の側断面図を示す。
【図３ｃ】図１による注入装置の側断面図を示す。
【図３ｄ】図１による注入装置の側断面図を示す。
【図４ａ】本発明の代替的な実施形態による注入装置の側断面図を示す。
【図４ｂ】本発明の代替的な実施形態による注入装置の側断面図を示す。
【図４ｃ】本発明の代替的な実施形態による注入装置の側断面図を示す。
【図４ｄ】本発明の代替的な実施形態による注入装置の側断面図を示す。
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【図３ａ】 【図３ｂ】
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【図４ａ】 【図４ｂ】
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【図４ｃ】 【図４ｄ】
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